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　４月から萩・長門峡観光遊覧船の運航が始まりました（11 月
末まで）。約 50 分の「佐々連（さざれ）コース」では、水位が低
くなる時期には、ダム建設前の集落遺構を見学することもで
きます。約 90 分の「重塀岩（じゅうべいいわ）コース」は、新緑、
紅葉の名所である渓谷「長門峡」方面に向かって進みます。
　山口方面からの道路、国道 262 号の佐々並（釿切の峠）から
川上の阿武川温泉までの道路が、４月末に開通し、長門峡等へ
のアクセス（約 15 分短縮）が便利になりました。

「長門峡の重塀岩」野間幹雄（前小畑）
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３
月
、
萩
城
跡
外
堀
（
国
指
定
史

跡
）
の
北
の
総
門
周
辺
の
整
備
が
完

成
し
、
平
成
元
年
か
ら
始
ま
っ
た
外

堀
の
整
備
全
体
が
完
了
し
、
江
戸
時

代
後
期
の
構
造
・
風
情
が
復
元
し
ま

し
た
。

　

外
堀
は
萩
城
下
（
堀
内
三
の
丸
）

と
城
下
町
を
分
け
る
堀
（
江
戸
時
代

後
期
の
８
間
、
約
16
ｍ
）
で
、
堀
幅

は
江
戸
時
代
の
初
め
に
は
20
間
（
約

40
ｍ
）
で
し
た
が
、
堀
端
に
町
屋
が

作
ら
れ
て
８
間
（
約
16
ｍ
）
と
狭
ま

り
ま
し
た
。
堀
の
総
延
長
１
４
０
０

ｍ
の
う
ち
、
７
４
０
ｍ
を
整
備
。

　

周
辺
に
は
、
高
麗
門
と
し
て
全
国

最
大
級
の
北
の
総
門（
高
さ
約
７
ｍ
）

や
、
外
堀
に
架
か
る
も
の
と
し
て
全

国
唯
一
と
い
う
土
塀
付
き
の
土
橋
の

復
元
や
、
船
着
き
場
、
土
塁
、
水
路

な
ど
を
整
備
。

　

門
前
に
は
、
江
戸
時
代
の
衣
装
を

着
た
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

門
番
が
出
迎
え
、
観
光
案
内
役
も

担
っ
て
、
城
下
町
情
緒
を
盛
り
上
げ

ま
す
（
金
曜
日
午
後
１
時
〜
４
時
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
）。

　

完
成
式
で
野
村
市
長
は
「
30
年
前

の
外
堀
に
は
住
宅
が
密
集
し
て
い
た
。

平
成
元
年
の
用
地
買
収
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
22
年
か
け
て
復
元
で
き
た
。

萩
の
観
光
の
目
玉
に
な
る
」
と
あ
い

さ
つ
。

　

地
元
萩
の
技
術
者
た
ち
が
復
元
し

た
北
の
総
門
。
萩
市
が
掲
げ
る
“
萩

ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
”
に
と
っ
て
、

江
戸
時
代
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
で
き

る
新
た
な
入
り
口
が
完
成
し
ま
し
た
。

須佐湾観光遊覧船 萩・長門峡観光遊覧船 萩八景遊覧船
運航時期 ゴールデンウィーク（4/29〜5/8） 4月〜11月 3月〜11月
運航時間 午前10時〜午後3時 午前9時〜午後3時 午前9時〜午後5時
発着場所 須佐漁港 明神島運動公園（ダム湖そば） 指月橋（堀内・疎水、旧城苑跡）

コース・時間・
大人料金

（子ども半額）

須佐湾遊覧（弁天島〜海苔石〜ホル
ンフェルス〜屏風岩など）、50〜60
分、1500円

佐
さ ざ れ

々連コース、約50分、1200円
重
じゅうべいいわ

塀岩コース、約90分、2000円
橋本川周遊（疎水〜橋本川〜疎水〜
菊ヶ浜）、約40分、1200円

問い合わせ 須佐観光協会 08387・6・2219 遊覧船乗場 090・4104・4924 萩八景遊覧船乗場 090・7998・6060

　

平
成
16
年
に
ス
タ
ー
ト
し
橋
本
川
の

水
上
か
ら
萩
の
景
観
を
楽
し
む
萩
八
景

遊
覧
船
は
、
年
間
乗
船
客
約
３
万
人
と

好
評
運
航
中
で
す
。
こ
れ
に
続
い
て
、

阿
武
ダ
ム
湖
や
須
佐
湾
の
海
上
か
ら
大

自
然
の
景
観
を
楽
し
む
遊
覧
船
事
業
が

全国唯一という土塀付き土橋（長さ17ｍ）

始
ま
り
ま
し
た
。

　

地
域
な
ら
で
は
の
資
源
を
発
掘
・
活

用
し
、
観
光
と
い
う
観
点
で
地
域
振
興

を
図
ろ
う
と
い
う
“
観
光
ワ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
”
の
取
り
組
み
で
す
。

　須佐湾の海上から、ホルンフェルス
など絶景ポイントを楽しめる「須佐
湾観光遊覧船」の運航がゴールデン
ウィークの期間運航します。
　高島北海がその指定にあたって尽力
した、国指定の名勝および天然記念物

「須佐湾」を周遊し、ホルンフェルス
や屏風岩などの奇岩・絶景ポイントを
海から楽しめます。

　阿武川ダム湖から四季折々の自然景
観を楽しめる「萩・長門峡観光遊覧船」
の運航が、４月から本格的に始まりま
した。紅葉シーズンの 11 月末まで運
航。入館 200 万人を突破した萩阿武
川温泉や長門峡などを含めて、ゆった
りと観光できます。阿武川ダムから遊
覧船乗場まで車で約１分。

４〜11月
運航！

GW期間
限定運航
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近
世
前
期
の
御
茶
屋
を
起
点
に
し
た

町
割
り
が
よ
く
残
り
、
萩
往
還
沿
い
に

あ
る
茅
葺
き
や
、
山
陰
地
方
独
特
の
赤

い
石
州
瓦
の
屋
根
が
周
囲
の
棚
田
と
一

体
と
な
っ
て
、
宿
場
町
の
雰
囲
気
を
醸

し
出
し
、
歴
史
的
景
観
を
作
り
出
し
て

い
ま
す
。

　

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
持
つ

全
国
の
市
町
村
が
、
日
本
の
貴
重
な
文

化
遺
産
で
あ
る
歴
史
的
町
並
み
の
保
存

と
活
用
、
地
域
文
化
の
向
上
を
図
る
た

め
、
昭
和
54
年
に
「
全
国
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
協
議
会
（
略
称
：
伝
建

協
）」
を
発
足
し
ま
し
た
。
会
長
は
歴

代
の
萩
市
長
が
務
め
て
い
ま
す
（
現
在
、

74
市
町
村
が
加
盟
）。

　

明
倫
小
学
校
が
隣
接
す
る
旧
萩
商

業
高
校
跡
地
へ
平
成
26
年
に
移
転
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
明
倫
小
学
校
は
昭
和
10
年

に
建
設
。
本
館
は
国
の
登
録
文
化
財

に
指
定
さ
れ
、
水す

い
れ
ん
い
け

練
池
・
有
備
館
等

の
史
跡
が
あ
り
ま
す
。

　

木
造
の
老
朽
化
し
た
校
舎
は
、
大

規
模
地
震
に
対
し
て
耐
震
性
が
保
た

れ
て
い
な
い
た
め
、
長
年
の
懸
案
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

折
し
も
、
平
成
20
年
に
隣
接
の
萩

商
業
高
校
が
閉
校
と
な
っ
た
た
め
、

明
倫
小
学
校
を
移
転
し
て
耐
震
補
強

工
事
が
完
了
し
て
い
る
校
舎
の
活
用

を
図
る
こ
と
と
な
り
、県
か
ら
土
地
・

　萩藩校明倫館は享保３年（1718）、文武修行を
目的に５代藩主毛利吉元が萩城三の丸の平安古総
門西隣（追廻筋）に建設。その後、嘉永２年（1849）、
13 代藩主毛利敬親が江向の地（現在の明倫小学
校敷地）に移転・新築しました。現在の明倫小学
校（木造４棟）は、昭和 10 年に建設されました。
　敷地の一部は、国指定史跡「旧萩藩校明倫館」に
指定され、水

すいれんいけ

練池・有備館等の史跡があり、明倫
小学校本館は国の登録文化財に指定されています。

建
物
の
無
償
譲
渡
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
萩
商
業
高
校
の
特
別
教

室
棟
な
ど
一
部
校
舎
を
解
体
し
、
普

通
教
室
は「
木
造
主
体
の
和
風
校
舎
」

を
新
設
し
、
耐
震
補
強
工
事
済
み
の

教
室
や
ト
イ
レ
は
大
人
用
か
ら
子
ど

も
用
へ
改
修
す
る
な
ど
し
て
、
３
年

後
の
平
成
26
年
４
月
に
開
設
す
る
予

定
で
す
。

　

学
校
機
能
を
移
し
な
が
ら
も
、
小

学
校
本
館
や
水す

い
れ
ん
い
け

練
池
、
有
備
館
な
ど

建
物
は
そ
の
ま
ま
残
す
こ
と
で
、
貴

重
な
文
化
財
で
あ
り
、
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
人
気
の
高
い
明
倫
小
学
校

の
保
存
を
図
り
ま
す
。

明倫小学校の大屋根と、奥に萩商業校舎

茅葺の農家民家

◦
浜
崎
で
は
、「
浜
崎
し
っ
ち
ょ
る
会
」

（
小
茅
稔
会
長
）
が
、
今
年
で
14
回
目

と
な
る「
浜
崎
伝
建
お
た
か
ら
博
物
館
」

を
５
月
22
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。

◦
佐
々
並
市
で
は
、「
萩
往
還
佐
々
並

ど
う
し
ん
て
や
ろ
う
会
」（
※
ど
う
し

ん
て
＝
同
心
で
）
が
結
成
さ
れ
、
歴
史

的
町
並
み
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た

萩
市
の
佐
々
並
市
地
区
（
20
・
８
ha
）

が
、
国
の
文
化
審
議
会
の
答
申
で
、「
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
に
選

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
萩
市

で
は
、
す
で
に
選
定
さ
れ
て
い
る
堀
内
、

平
安
古
、
浜
崎
地
区
に
次
い
で
４
地
区

目
で
、
一
つ
の
市
町
村
の
選
定
数
と
し

て
は
京
都
市
と
並
び
全
国
最
多
で
す
。

　

佐
々
並
市
は
、
１
６
０
４
年
（
慶
長

９
年
）、
萩
へ
入
城
し
た
毛
利
輝
元
が

萩
と
三
田
尻
（
防
府
市
）
を
結
び
街

道
「
萩
往
還
」
を
整
備
し
た
際
に
設
置

さ
れ
た
宿
場
町
。
藩
主
が
休
泊
す
る
御

茶
屋
や
、
上
級
藩
士
ら
が
宿
泊
す
る

御お
き
ゃ
く
や

客
屋
、
人
馬
を
継
ぎ
立
て
る
目も

く
だ
い
し
ょ

代
所

が
あ
り
ま
し
た
。

棚田の石垣
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溶
接
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

元
か
ら
た
ち
会
関
西
支
部
長

出い

づ

は羽　

修お
さ
む

さ
ん

（
萩
商
工
高 

昭
和
29
年
卒 

大
阪
府
摂
津
市
在
住 

76
歳
）

さ
れ
て
返
答
に
困
り
ま
し
た
。
と
伺
い
、

東
福
寺
の
塔
頭
退た

い
こ
う
あ
ん

耕
庵
で
毎
年
10
月
の

第
４
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
明

治
維
新
防
長
殉
難
者
顕
彰
会
」（
会
長

安
倍
晋
三
氏
）
で
、「
京
都
に
お
け
る

長
州
藩
の
事
跡
マ
ッ
プ
」
の
製
作
を
提

案
し
て
い
る
こ
と
を
お
話
し
し
た
と
こ

ろ
、
話
が
合
っ
て
意
気
投
合
し
た
の
が

き
っ
か
け
と
な
り
本
書
を
編
集
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
参
考
資
料
を
集
め
て
み
る

と
諸
説
が
多
く
、
約
１
年
半
、
仕
事
の

合
間
に
現
地
を
見
聞
し
て
、
今
年
２
月

末
に
よ
う
や
く
出
版
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
取
材
に
お
い
て
、
天
龍
寺

の
寺
録
や
料
理
旅
館
幾
松
か
ら
明
治
時

代
の
伝
記
な
ど
貴
重
な
資
料
を
提
供
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
書
の
内
容
は
、
事
変
の
あ
っ
た
旧

跡
と
そ
の
あ
ら
ま
し
・
登
場
人
物
・
戦

没
殉
難
者
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
寺
社
な

ど
に
分
類
し
、
観
光
巡
り
と
い
う
地
理

的
な
条
件
を
考
慮
し
て
京
都
市
内
を
中

心
に
編
集
し
ま
し
た
。

　

編
集
の
趣
旨
は
、
中
学
生
の
皆
さ
ん

に
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
京
都
の
観

光
巡
り
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
般
の
方
々
の

ご
要
望
も
あ
り
本
書
が
先
行
し
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
初
期
の
目
的
を
今
年
中

に
執
筆
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
取
材
に
際
し
、
天
龍
寺
で
は
禁

門
の
変
（
１
８
６
４
）
の
翌
年
か
ら
毎

年
欠
か
す
こ
と
な
く
長
州
勢
犠
牲
者
の

施
餓
鬼
会
が
行
わ
れ
て
い
る
と
伺
い
、

７
月
15
日
、
京
都
山
口
県
人
会
の
有
志

と
共
に
参
拝
致
し
ま
し
た
。
他
に
も
７

月
19
日
、
す
な
わ
ち
禁
門
の
変
勃
発
の

当
日
は
霊

れ
い
め
い明

神
社
で
、
８
月
の
第
１
日

曜
日
は
相し

ょ
う
こ
く
じ

国
寺
で
、
９
月
の
第
１
日
曜

日
は
上
善
寺
で
、
10
月
の
第
４
日
曜
日

は
退
耕
庵
で
防
長
殉
難
者
の
慰
霊
祭
や

法
要
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

夕
方
に
な
る
と
萩
の
街
は
灯
り
が
消

え
て
楽
し
む
所
が
な
い
。
こ
れ
が
萩
に

対
す
る
観
光
客
の
批
評
で
す
。
東
田
町

も
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
と
な
っ
て
久
し
く
、

工
夫
は
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　

萩
に
も
自
慢
の
名
物
が
あ
る
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
、
い
と
こ
煮
・
ワ
カ
メ
む

す
び
・
か
ま
ぼ
こ
・
萩
焼
や
小
萩
人
形

の
教
室
な
ど
な
ど
。
利
益
ば
か
り
を
求

め
る
の
で
は
な
く
、
真
心
で
接
し
て
そ

の
結
果
利
益
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
工
夫

は
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　

も
う
一
つ
自
慢
で
き
る
風
景
と
し
て

北
浦
海
岸
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
夏
は

キ
ャ
ン
プ
村
を
設
営
し
、
漁
業
権
を
解

放
し
て
お
客
さ
ん
に
北
浦
の
珍
味
を
楽

し
ん
で
も
ら
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

京
都
山
口
県
人
会
会
長
佐
伯
紘
史
氏

（
周
南
市
出
身
）
か
ら
、「
京
都
市
長
と

全
国
都
道
府
県
ふ
る
さ
と
連
合
会
と
の

懇
談
会
に
お
い
て
、『
山
口
県
か
ら
も

毎
年
約
１
万
人
の
中
学
生
に
修
学
旅
行

で
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
県
人

会
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
対
処
さ
れ
て

お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
』、
と
質
問

◎
本
著
を
ご
希
望
の
方
は
右
記
住
所
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
代
金
９
０
０
円
＋

郵
送
料
の
振
り
込
み
用
紙
を
同
封
し
ま
す
。 　

昭
和
９
年
10
月
、萩
市
大
井
で
生

ま
れ
る
。昭
和
29
年
、萩
商
工（
機
械

科
）を
卒
業
し
て
大
阪
変
圧
器
株
式

会
社（
ダ
イ
ヘ
ン
）に
就
職
。
昭
和
43

年
に
退
職
し
、翌
年
に
溶
接
技
術
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
を
開
業
。
昭
和
50
年
か

ら
28
年
間
、
萩
工
業
か
ら
た
ち
会
の

関
西
支
部
長
を
務
め
て
平
成
15
年
に

辞
任
。
そ
の
間
、溶
接
管
理
技
術
者
一

級
を
取
得
し
日
本
溶
接
学
界
の
会
員

と
な
る
も
高
齢
と
な
り
資
格
を
放
棄
。

国
際
溶
接
学
界
溶
接
技
術
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
の
ラ
イ
セ
ン
ス
の
み
保
持
。

現
在
も
現
役
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

賛
助
役
員
：
京
都
霊
明
神
社
（
靖
国

神
社
の
始
祖
）
奉
賛
会
会
長
、
防
長

殉
難
者
顕
彰
会
副
会
長
、
関
西
山
口

県
同
郷
会
相
談
役
。

住
所
：
〒
５
６
６
ー
０
０
３
１

大
阪
府
摂
津
市
昭
和
園
11
ー
５

☎
０
７
２
・
６
３
５
・
１
４
８
５

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

●幕末に京都で起きた事変
●長州藩邸と岩国吉川屋敷
●京都で活躍した人たちと旧跡
●長州藩に協力した人たち
●長州藩と関わりのあった名所旧跡
●長州藩殉難志士が眠る寺社
　（Ａ４版　100 ページ）

も
く
じ

☆３名様にプレゼント
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東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
福
島

県
会
津
若
松
市
を
支
援
す
る
た

め
、
萩
市
は
、
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

義
援
金
な
ど
２
２
０
０
万
円
と
、
保
存

食
や
下
着
類
、
ラ
ン
ド
セ
ル
な
ど
14
ｔ

ト
ラ
ッ
ク
満
載
の
支
援
物
資
を
送
り
ま

し
た
。
大
震
災
の
発
生
後
、
萩
市
長
が

見
舞
い
の
こ
と
ば
と
支
援
の
用
意
を
伝

え
、
会
津
若
松
市
が
支
援
を
要
請
し
て

い
ま
し
た
。

　

幕
末
の
戊
辰
戦
争
（
１
８
６
８
〜

69
）
で
は
、
長
州
藩
な
ど
の
新
政
府
軍

が
旧
幕
府
軍
の
拠
点
だ
っ
た
会
津
若
松

に
攻
め
込
み
激
突
し
た
「
仇
敵
」
の
間

柄
。
市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
は
あ
る
も

の
の
、
市
長
の
公
式
訪
問
の
際
に
、
握

手
が
実
現
さ
れ
な
い
な
ど
、
今
も
わ
だ

目録を受け取る菅家会津若松市長（右）ふぐ鍋をいっしょに振る舞う
ＪＡあぶらんど萩とＪＡあいづの職員

　

10
月
の
山
口
国
体
に
向
け
、
小
郡

と
萩
を
結
び
中
国
自
動
車
道
に
つ
な

が
る
地
域
高
規
格
道
路
「
小
郡
萩
道

路
」
が
５
月
28
日
開
通
し
、
萩
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
便
利
に
な
り
ま
す
。
片

側
１
車
線
の
自
動
車
専
用
道
路
で
、

通
行
料
は
無
料
。

　
「
小
郡
萩
道
路
」
は
、
中
国
自
動

車
道
に
新
設
さ
れ
た
美
祢
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
（
Ｊ
C
Ｔ
）
か
ら
絵
堂
IC
ま

で
の
間
に
十
文
字
、
秋
吉
台
、
大
田

の
各
IC
を
備
え
、
５
月
に
絵
堂
IC
ま

で
の
10
㎞
が
開
通
し
、
中
国
自
動
車

道
へ
接
続
す
る
合
計
12
・
９
㎞
が
開

通
し
ま
す
。

　

な
お
、萩
市
で
は
、絵
堂
〜
萩
（
約

17
㎞
、
現
在
調
査
区
間
）
の
早
期
整

備
に
向
け
て
国
・
県
へ
要
望
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
山
と
山
の
間
を
通

り
抜
け
る
曲
が
り
く
ね
っ
た
国
道
で

し
た
が
、
橋
梁
を
18
か
所
設
け
る
な

ど
見
通
し
の
良
い
ハ
イ
ウ
ェ
イ
で
、

運
転
手
へ
の
負
担
が
軽
減
、
快
適
な

ド
ラ
イ
ブ
が
楽
し
め
、
萩
市
と
新
山

口
駅
間
が
約
14
分
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

萩
や
秋
吉
台
へ
の
県
内
外
か
ら
の

交
通
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
、観
光
客

の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

東萩

長門市

山口美祢IC

山口JCT
小郡IC

山口南IC

山口IC

490

435435

191

316
262

262

262

376

9

9

萩I.C（仮称）
椿

真名

絵堂I.C

大田I.C

中国
自動車道

美祢東JCT

十文字I.C

秋吉台I.C

明石I.C

三隅I.C

９月開通（予定）

５月開通

萩・三隅道路

小郡萩道路

か
ま
り
が
残
る
関
係
に
あ
り
ま
す
が
、

１
４
０
年
余
り
の
時
を
経
て
、
被
災
者

支
援
の
た
め
に
力
を
合
わ
せ
ま
す
。

　

会
津
若
松
市
は
、
福
島
第
一
原
発
近

く
に
あ
る
大
熊
町
の
被
災
者
を
受
け
入

れ
て
お
り
、
萩
市
に
支
援
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。

　

４
月
２
日
萩
市
か
ら
、
市
内
の
３
６

０
団
体
で
構
成
す
る
「
救
援
す
る
萩
市

の
会
」
が
会
津
若
松
市
を
訪
問
し
、野

村
萩
市
長
名
の
目
録
を
手
渡
し
、
７
日

に
送
金
し
ま
し
た
。菅か

ん
け家

一
郎
会
津
若
松

市
長
は「
歴
史
的
な
課
題
も
あ
る
な
か
、

萩
の
皆
さ
ん
の
心
温
ま
る
支
援
は
あ
り

が
た
い
。萩
市
民
の
思
い
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
、
国
難
を
共
に
乗
り
越
え
た

い
」と
感
謝
の
言
葉
を
話
し
ま
し
た
。

約
30
㎞

約
13
㎞

小郡萩道路

Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
と
福
島
県

の
Ｊ
Ａ
あ
い
づ
は
４
月
７
日
、

被
災
者
支
援
活
動
と
し
て
「
ふ
く
鍋
」

と
お
に
ぎ
り
を
会
津
若
松
市
な
ど
の
避

難
所
で
共
同
し
て
振
る
舞
い
ま
し
た
。

両
市
の
Ｊ
Ａ
も
一
致
団
結
し
、
被
災
者

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
風
評
被
害
で
苦
境
に
立
た
さ

れ
て
い
る
福
島
県
の
農
家
を
支
援
す
る

た
め
、
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
が
帰
り

の
ト
ラ
ッ
ク
に
、
Ｊ
Ａ
あ
い
づ
の
リ

ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
や
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
、

会
津
産
米
を
使
用
し
た
煎
餅
な
ど
約

３
３
０
万
円
分
を
購
入
。
持
ち
帰
っ
て

萩
市
内
の
Ｊ
Ａ
や
ア
ト
ラ
ス
萩
店
で
販

売
し
、
収
益
は
義
援
金
と
し
て
被
災
地

へ
送
り
ま
し
た
。

　

現
地
で
の
支
援
だ
け
で
な
く
、
遠
隔

地
・
萩
で
の
支
援
活
動
も
評
判
は
上
々

で
し
た
。

去
る
３
月
11
日
、
東
北
・
関
東
沖
を
震
源
と
し
て
巨
大
地
震
、
津
波
、

さ
ら
に
は
断
続
的
な
余
震
が
発
生
し
、
多
く
の
皆
様
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。

大
地
震
に
よ
る
被
害
の
途
方
も
な
い
甚
大
さ
に
、
言
葉
も
失
う
ば
か
り
で
す
。

こ
の
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
　
会
長
　
野
村
興
兒
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名
の
水
路
が
あ
る
よ
う
に
、
染
技
術
は

生
活
風
景
の
中
、
当
た
り
前
に
あ
る
も

の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

昭
和
に
入
り
、
戦
時
中
は
軍
艦
に
掲

げ
る
日
章
旗
な
ど
、
軍
旗
を
染
め
、
夜

眠
れ
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
と
先
々
代
か
ら

聞
い
て
い
ま
す
。
戦
後
、
高
度
経
済
成

長
期
に
入
る
と
、
大
漁
旗
、
端た

ん
ご午
旗
、

鯉
の
ぼ
り
、
暖の

れ
ん簾

な
ど
の
受
注
が
増
え
、

他
の
業
種
同
様
、
バ
ブ
ル
崩
壊
ま
で
良

い
時
代
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
バ
ブ
ル

崩
壊
以
後
、
既
製
品
や
中
国
製
の
も
の

が
市
場
を
埋
め
、
染
物
屋
の
存
在
は
次

第
に
影
を
薄
め
て
い
き
、
気
付
け
ば
萩

　

岩
川
の
先
祖
は
、
村
上
水
軍
の
末ま
つ
え
い裔

だ
と
言
わ
れ
、
毛
利
が
広
島
よ
り
追
わ

れ
た
時
、
一
緒
に
移
り
住
み
、
旗
を
染

め
る
技
術
で
生
計
を
立
て
た
の
が
始
ま

り
だ
と
、
伝
説
的
に
代
々
語
り
継
が
れ

て
い
ま
す
。
岩
川
と
い
う
性
も
珍
し
い

名
で
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
こ
の

萩
で
は
一
軒
し
か
な
く
、
そ
の
伝
説
を

裏
付
け
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
毛
利
が
萩
に
城
下
町
を
構

え
て
以
降
、
当
店
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
染
物
屋
が
存
在
し
、
藍
場
川
と
い
う

で
残
る
染
物
屋
は
当
店
だ
け
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

平
成
４
年
に
店
舗
を
新
た
に
、
現
在

の
場
所
へ
移
転
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、

店
舗
入
り
口
を
商
談
用
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
設
け
た
の
で
す
が
、
こ
の
ス
ペ
ー
ス

を
何
か
有
効
に
使
え
な
い
か
と
考
え
、

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
今
で
こ
そ
様
々
な
ア
イ

テ
ム
を
陳
列
し
て
い
ま
す
が
、
当
時

は
大
漁
旗
を
主
に
展
示
し
て
い
ま
し
た
。

同
時
に
、
大
漁
旗
を
製
作
す
る
と
き
に

出
て
し
ま
う
、
染
損
じ
の
生
地
を
何
か

有
効
に
使
え
な
い
か
と
考
え
、
大
漁
旗

の
生
地
を
使
っ
た
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
趣
味

で
作
り
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
店
頭
に
並
べ
る

と
、
購
入
し
て
く
だ
さ
る
方
が
居
ら
れ
、

更
に
は
「
こ
ん
な
商
品
が
あ
れ
ば
良
い

の
に
」
と
商
品
開
発
の
ア
イ
デ
ア
も
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
従
業
員
か
ら
も
ア
イ

デ
ア
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
ク
ッ

シ
ョ
ン
か
ら
、
手
拭
、
お
く
る
み
、
く

ま
く
ん
…
な
ど
と
、
次
第
に
ア
イ
テ
ム

が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ

く
ま
で
染
損
じ
生
地
の
有
効
利
用
と
し

て
で
し
た
の
で
、
大
量
生
産
で
き
る
わ

け
で
も
な
く
、
少
な
い
数
で
の
限
定
生

産
で
し
た
。

　

不
況
の
波
が
何
と
な
く
こ
の
萩
に
押

し
寄
せ
て
き
た
頃
、
旗
店
の
本
業
で
あ

る
大
漁
旗
、
暖
簾
、
幟
の
ぼ
りな

ど
の
売
り
上

げ
は
徐
々
に
落
ち
て
き
ま
し
た
。
逆
に
、

大
漁
旗
を
使
っ
た
小
物
な
ど
の
売
り
上

げ
は
少
し
ず
つ
上
が
り
、
供
給
が
追
い

つ
か
な
い
ほ
ど
に
な
り
、
染
損
じ
の
有

効
利
用
で
は
な
く
、
小
物
類
を
製
作
す

る
た
め
に
、
生
地
を
染
め
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

　

売
り
上
げ
が
下
が
っ
て
い
る
と
い
う

危
機
感
も
少
し
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
上
に
、
伝
統
あ
る
染
の
大
ら
か
で

面
白
い
技
法
を
業
態
変
化
し
て
で
も
後

世
に
残
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強

か
っ
た
か
ら
で
す
。ま
た
、こ
れ
を
や
っ

て
い
く
上
で
、
少
な
く
と
も
こ
の
地
域

で
は
他
に
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
も

背
中
を
押
し
た
要
因
の
一
つ
で
す
。
小

さ
い
町
で
競
争
し
た
く
は
な
い
で
す
か

ら
ね
。

　

肩
を
張
ら
ず
、
流
れ
に
任
せ
、
趣
味

の
延
長
線
で
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
と

移
行
が
進
む
中
、
観
光
で
お
店
を
訪
れ

た
旅
行
雑
誌
「
る
る
ぶ
」
の
バ
イ
ト
の

子
が
「
お
店
を
る
る
ぶ
で
紹
介
し
て
良

い
で
す
か
？
」
と
言
わ
れ
、
る
る
ぶ
に

当
店
の
こ
と
が
載
り
ま
し
た
。
そ
れ
を

き
っ
か
け
に
全
国
誌
を
は
じ
め
、
Ｔ
Ｖ

な
ど
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
が
取
り
扱
っ

て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
更
に
は
、
Ｄ

＆
Ｄ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
第
２
弾
で
山
口
県
代
表
と
し

て
選
ば
れ
も
し
ま
し
た
。
先
月
に
は
、

Ｄ
＆
Ｄ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ 

Ｐ
Ｒ

シリーズ 萩 の 元 気 企 業 探 訪

萩
で
唯
一

　萩市に残る唯一の染物屋・岩川旗店。記録にあるのは明治
45 年以降となっていますが、創業はそれ以前で、江戸時代
から存在していたとも言われる染物屋です。長い歴史の中で、
その事業形態を変え、伝統の技を今に伝える岩川旗店を訪問
し、岩川宗

たかかず

和社長（53 歳）と緑夫人に、お話を聞きました。

株式会社 岩川旗店

有
効
利
用

業
態
変
化

自
然
の
流
れ
に
任
せ
る
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Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
第
４
弾
「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ 

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
４
」
が
伊
勢
丹
新
宿

店
で
開
催
さ
れ
、
山
口
県
代
表
と
し
て

当
店
の
ア
イ
テ
ム
を
数
点
出
展
し
ま
し

た
。
ま
た
先
月
末
か
ら
５
月
８
日（
日
）

ま
で
、
エ
キ
ュ
ー
ト
東
京
（
Ｊ
Ｒ
東
京

駅
構
内
）
に
て
出
店
も
し
て
い
ま
す
。

　

萩
唯
一
と
な
っ
た
染
物
屋
。
そ
の
伝

統
を
後
世
に
つ
な
げ
る
た
め
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
。
振
り
返
れ
ば
、
お
客

さ
ん
や
従
業
員
と
の
出
会
い
が
進
む
道

を
決
め
て
き
た
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

さ
き
ざ
き
先
細
り
と
な
る
か
、
息
子
が

継
い
で
後
世
に
つ
な
げ
て
い
く
か
ど
う

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
た
だ
流
れ
に

任
せ
、
今
を
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

◎株式会社 岩川旗店
住所：萩市古萩町 40 番地　☎０８３８・２２・０２７３
ＵＲＬ http://www4.ocn.ne.jp/~iwakawa/
営業時間：平日/９時〜18時、土・日・祝/10時〜17時
定休日：不定休

オリジナル手拭
840 円

鯛トートバック
（大）5250 円
（中）3990 円
（小）3150 円

　

幕
末
の
志
士
の
活
躍
が
描
か
れ
て
い

る
マ
ン
ガ
「
風
雲
児
た
ち 
幕
末
編
」。
こ

れ
は
「
鬼
平
犯
科
帳
」
で
お
な
じ
み
の

「
コ
ミ
ッ
ク
乱
」（
リ
イ
ド
社
、
月
刊
）
で

２
０
０
１
年
か
ら
連
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
年
３
月
号
で
、
日
本
を
思
い
、
日
本
の

た
め
に
生
き
た
吉
田
松
陰
が
処
刑
さ
れ
、

４
月
号
か
ら
は
、“
師
匠
の
仇
は
弟
子
が

討
つ
”
と
、
長
州
侍
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

受
賞
は
、
幕
末
と
い
う
激
動
の
時
代
を

分
か
り
や
す
く
、
か
つ
面
白
く
描
い
て
い

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
は
、
江
戸
時
代
末
期
に
大
活

躍
し
た
風
雲
児
・
坂
本
龍
馬
の
生
き
方
を

ひ
も
と
く
た
め
に
、
遠
く
関
ヶ
原
の
戦
い

に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
徳
川
家
康
に
よ
る
日

本
統
一
以
来
の
歴
史
を
描
い
た
大
長
編

「
風
雲
児
た
ち
」（
１
９
７
９
年
連
載
開
始
）

の
続
編
で
す
。

　

歴
史
を
動
か
し
た
多
く
の
人
物
が
、
史

実
に
基
づ
き
ギ
ャ
グ
を
交
え
た
著
者
独
特

の
視
点
で
描
か
れ
て
お
り
、
歴
史
大
河

ギ
ャ
グ
マ
ン
ガ
の
、
金
字
塔
と
も
い
え
る

作
品
で
す
。

　

作
品
に
は
、
松
陰
を
は
じ
め
、
桂
小
五

郎
や
高
杉
晋
作
、
村
田
蔵
六
（
大
村
益
次

郎
）、映
画「
獄

ひ
と
やに
咲
く
花
」の
舞
台
と
な
っ

た
野
山
獄
の
高
須
久
な
ど
長
州
藩
の
人
物

も
、
萩
の
方
言
や
訛
り
で
数
多
く
登
場
し

て
い
ま
す
。

□
著
者　

み
な
も
と
太
郎
（
１
９
４
７
年

京
都
府
生
ま
れ
）

04
年
に
歴
史
マ
ン
ガ
の
新
境
地
開
拓
と
マ

ン
ガ
文
化
の
貢
献
に
よ
り
、
第
８
回
手
塚

治
虫
文
化
賞
特
別
賞
を
受
賞
。

◆
単
行
本
発
売
中
!!

◦
風
雲
児
た
ち
（
ワ
イ
ド
版
、
全
20
巻
）

定
価
／
６
８
０
円

◦
風
雲
児
た
ち
幕
末
編
（
最
新
刊
18
巻
）

定
価
／
５
５
０
円

発
刊
／
リ
イ
ド
社

桂小五郎や高杉晋作が表紙の「コミック乱」４月号

☆３名様にプレゼント

昨年暮れに店内をリニューアル
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か
る
仕
事
だ
な
と
感
じ
、
自
分
が
跡
を

継
ぐ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
私
も
、
昭
和
62
年
、
跡
を
継

ぐ
た
め
に
矢
次
蒲
鉾
店
に
入
り
ま
す
。

そ
の
頃
に
は
、
機
械
に
任
せ
ら
れ
る
と

こ
ろ
は
機
械
を
導
入
し
、
昔
に
比
べ
随

分
と
手
間
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
や
は
り
捌
く
作
業
は
、
祖

母
が
商
品
開
発
し
た
矢
次
の
ご
ぼ
う
巻

を
造
る
に
あ
た
っ
て
機
械
に
は
頼
る
こ

と
が
で
き
ず
、
３
代
に
わ
た
る
矢
次
蒲

鉾
店
の
捌
き
方
を
現
在
、
私
と
妻
で

守
っ
て
い
ま
す
。

　

蒲
鉾
屋
と
し
て
看
板
を
掲
げ
な
が
ら

も
、
ご
ぼ
う
巻
が
有
名
と
い
う
こ
と
に

は
、
嬉
し
く
も
あ
り
つ
つ
、
お
客
様
が

望
む
ほ
ど
製
造
で
き
ず
、
ご
ぼ
う
巻
で

商
売
が
成
り
立
た
な
い
と
い
う
歯
が

ゆ
さ
と
い
う
か
ジ
レ
ン
マ
が
あ
り
ま

す
。
当
店
の
ご
ぼ
う
巻
は
基
本
的
に
エ

ソ
の
中
で
も
、
ガ
ラ
エ
ソ
を
使
用
し
ま

す
。
対
し
て
蒲
鉾
は
ハ
ダ
カ
エ
ソ
、
ズ

ル
エ
ソ
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
使
い
ま
す
。

ガ
ラ
エ
ソ
は
身
が
太
い
の
で
、
捌
い
た

と
き
に
幅
が
あ
り
、
厚
く
て
ご
ぼ
う
巻

に
適
し
て
い
ま
す
が
、
身
が
ホ
ク
ホ
ク

し
て
、
当
店
の
蒲
鉾
に
は
向
い
て
な
い

と
考
え
ま
す
。
ハ
ダ
カ
エ
ソ
は
身
が
細

く
、
皮
が
ご
ぼ
う
巻
に
向
い
て
い
な
い

が
、
身
の
質
が
柔
ら
か
く
、
初
代
が
作

り
上
げ
た
伝
統
の
蒲
鉾
に
適
し
て
い
る

の
で
す
。

　

と
は
い
え
現
在
と
な
っ
て
は
、
エ
ソ

の
水
揚
げ
量
も
減
り
、
す
べ
て
を
分
別

し
て
製
造
す
る
の
は
困
難
で
、
可
能
な

限
り
と
い
っ
た
具
合
で
製
造
し
て
い
ま

す
。
そ
の
上
、
蒲
鉾
10
本
〜
30
本
に
対

し
て
、
ご
ぼ
う
巻
は
１
本
作
れ
る
く
ら

い
の
生
産
性
な
の
で
す
。
ま
た
、
ご
ぼ

う
巻
の
供
給
が
追
い
付
か
な
い
も
う
一

つ
の
理
由
に
、
捌
く
手
が
４
つ
し
か
な

い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
蒲
鉾
文

化
の
あ
る
市
内
で
さ
え
も
、
引
き
出
物

に
使
わ
な
く
な
り
ま
し
た
し
、
昔
に

比
べ
、
蒲
鉾
の
需
要
が
減
っ
て
い
ま
す
。

お
歳
暮
、
お
せ
ち
の
年
末
の
受
注
が
10

と
し
た
ら
、
お
中
元
シ
ー
ズ
ン
は
２
〜

３
程
度
、
そ
れ
以
外
の
10
か
月
が
１
と

い
っ
た
現
状
で
す
。
忙
し
い
時
期
に
は

バ
イ
ト
を
雇
い
ま
す
が
、
バ
イ
ト
で
は

矢
次
独
自
の
捌
き
方
は
で
き
ま
せ
ん
。

か
と
い
っ
て
職
人
を
育
て
る
ほ
ど
、
平

均
し
て
仕
事
が
無
い
。
当
店
の
ご
ぼ
う

巻
を
望
む
お
客
様
か
ら
は
、
値
段
を
上

げ
た
ら
い
い
の
で
は
と
、
あ
り
が
た
い

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
や
は
り

価
格
を
上
げ
る
の
は
気
が
引
け
ま
す
。

　

今
後
、
更
に
蒲
鉾
の
需
要
も
減
れ
ば
、

比
例
し
て
ご
ぼ
う
巻
の
生
産
も
少
な
く

な
る
で
し
ょ
う
。
先
に
も
言
い
ま
し
た

が
、
市
内
の
需
要
は
ど
ん
ど
ん
下
が
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
と
い
っ
て
は

何
で
す
が
、
十
数
年
前
か
ら
、
市
外
へ

の
販
売
が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
の

と
こ
ろ
は
蒲
鉾
店
を
継
続
で
き
て
ま
す
。

　

た
だ
、
需
要
と
同
等
に
大
き
な
問
題

は
、
材
料
で
あ
る
エ
ソ
を
含
め
、
近
海

の
水
揚
げ
量
の
下
が
り
具
合
で
、
町
の

蒲
鉾
店
が
無
く
な
る
の
が
先
か
、
近
海

の
漁
師
さ
ん
が
食
っ
て
い
け
な
く
な
る

か
、
そ
の
よ
う
な
瀬
戸
際
に
あ
る
よ
う

な
気
も
し
ま
す
。

　

４
代
続
い
て
い
る
矢
次
蒲
鉾
店
。
子

ど
も
は
す
べ
て
女
の
子
で
、
長
女
が
小

学
３
年
生
と
ま
だ
皆
幼
く
、今
は「
ず
っ

と
こ
の
家
に
い
る
か
ら
ね
！
」
と
言
っ

て
く
れ
ま
す
が
、
大
人
に
な
れ
ば
、
ど

う
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
矢
次
蒲
鉾

店
も
私
た
ち
の
代
で
終
わ
り
と
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
夫
婦
が
働

け
る
限
り
は
、
当
店
の
商
品
を
待
ち
望

ん
で
る
お
客
様
の
期
待
に
応
え
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

◎
矢
次
蒲
鉾
店

住
所
：
萩
市
恵
美
須
町
３
番
地
１

☎
０
８
３
８
・
２
２
・
１
３
３
７

営
業
時
間
：
８
時
～
17
時
30
分

定
休
日
：
日
曜
日

　

古
く
か
ら
町
の
蒲
鉾
屋
と
し
て
、
主

に
萩
沖
で
あ
が
っ
た
エ
ソ
の
み
を
使
用

し
た
、
こ
だ
わ
り
の
手
作
り
蒲
鉾
「
甚

吉
」、
そ
し
て
、
市
民
で
さ
え
、
な
か

な
か
口
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
幻

と
も
言
え
る
大
人
気
の
ご
ぼ
う
巻
を
製

造
販
売
す
る
矢
次
蒲
鉾
店
を
訪
れ
４
代

目
・
矢
次
勝
己
さ
ん
（
恵
美
須
町
、
46

歳
）
に
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

　

初
代
・
矢
次
甚
吉
（
じ
ん
き
ち
）
が

矢
次
蒲
鉾
店
を
創
業
し
た
の
は
明
治
の

終
わ
り
か
大
正
の
始
め
だ
と
聞
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
機
械
な
ん
て
な
い
時
代
で
す

か
ら
、
他
の
蒲
鉾
屋
同
様
、
萩
沖
で
あ

が
っ
た
エ
ソ
を
捌さ

ば

き
、
擂す

っ
て
、
叩
い

て
、
晒
し
て
、
絞
り
、
板
に
載の

せ
、
成

形
し
、
焼
く
と
い
う
、
工
程
を
す
べ
て

手
作
業
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

初
代
も
私
が
保
育
園
に
上
が
る
と
き
に

亡
く
な
り
、
２
代
目
は
職
業
軍
人
で

あ
っ
た
祖
父
に
代
わ
り
、
嫁
い
で
き
た

身
の
祖
母
が
跡
を
継
ぎ
ま
す
。
そ
の
姿

を
見
て
育
ち
、
蒲
鉾
作
り
は
手
間
の
か

首都圏のスーパー「紀ノ国屋」で常時販売されています。
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陶
芸
界
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
ベ

テ
ラ
ン
作
家
に
贈
ら
れ
る
２
０
１
０
年

度
の
日
本
陶
磁
協
会
金
賞
に
、
萩
市
椿

東
の
陶
芸
家
で
萩
陶
芸
家
協
会
会
長
の

第
12
代
三
輪
休
雪
さ
ん
（
本
名
・
龍
作
、

70
歳
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
休
雪
さ
ん

は
龍
作
時
代
の
１
９
８
８
年
度
に
も
、

そ
の
年
の
最
も
優
秀
な
作
家
に
贈
ら
れ

る
協
会
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
に
東
京
で
表
彰
式
と
受
賞
記
念

展
（
７
月
25
日
～
30
日
、
日
本
橋　

壷

中
居
）
が
開
か
れ
ま
す
。

　

受
賞
理
由
は
、
現
代
陶
芸
の
旗
手
と

し
て
の
こ
れ
ま
で
の
優
れ
た
創
作
活
動

と
、
初
期
の
「
ハ
イ
ヒ
ー
ル
」
か
ら
最

近
の
「
龍
人
伝
説
」
に
至
る
ま
で
、
驚

く
ほ
ど
多
彩
な
作
品
を
創
造
し
な
が
ら
、

一
貫
し
て
思
想
性
豊
か
な
陶
芸
を
追
及

し
て
き
た
、
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

休
雪
さ
ん
は
、
１
９
４
０
年
に
人
間

国
宝
の
三
輪
壽
雪
さ
ん
（
11
代
休
雪
、

１
０
１
歳
）
の
長
男
と
し
て
、
萩
焼
の

伝
統
窯
に
生
ま
れ
な
が
ら
も
、
茶
陶
の

世
界
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
表
現
の
幅

を
広
げ
て
き
ま
し
た
。
人
間
の
根
源
と

な
る
エ
ロ
ス
、
生
と
死
を
主
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
官
能
的
で
刺
激
的
な
オ
ブ
ジ
ェ

作
品
を
次
々
と
発
表
し
、
陶
芸
界
に
波

紋
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。
県
立
萩
美
術

館
・
浦
上
記
念
館
に
昨
秋
完
成
し
た
陶

芸
館
の
開
館
記
念
展
「
龍
人
伝
説
へ
の

道　

三
輪
休
雪
展
」
は
、
作
陶
活
動
の

集
大
成
と
し
て
大
き
な
話
題
と
な
り
ま

し
た
。

　

陶
芸
の
世
界
で
は
誰
も
や
ろ
う
と
し

な
か
っ
た
エ
ロ
ス
を
テ
ー
マ
に
し
た
こ

と
で
、
江
戸
時
代
か
ら
茶
陶
を
中
心
と

し
て
き
た
萩
焼
界
か
ら
は
、
奇
異
な
目

で
見
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
批
判
を

受
け
続
け
て
き
た
が
、
や
っ
と
協
会
も

認
め
て
く
れ
た
よ
う
だ
。
人
間
と
は
何

ぞ
や
と
い
う
こ
と
を
陶
芸
で
追
求
し

て
き
た
仕
事
が
、
人
生
70
年
か
か
っ
て
、

や
っ
と
公
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
実
感

し
た
。
エ
ロ
ス
は
肉
体
の
輝
き
で
あ
り
、

人
は
エ
ロ
ス
の
極
致
か
ら
命
を
受
け
て

い
る
の
で
、
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

萩
の
三
角
州
の
中
だ
け
で
、
自
分
の

人
生
を
捧
げ
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。
萩

だ
け
で
な
く
、
日
本
各
地
や
海
外
の
文

化
も
吸
収
し
た
い
。
萩
焼
し
か
や
ら
な

い
と
い
う
の
は
一
見
純
粋
に
み
え
る
が
、

相
対
的
に
み
れ
ば
衰
弱
す
る
こ
と
に
な

る
。
い
ろ
ん
な
こ
と
が
萩
で
行
わ
れ
な

け
れ
ば
、
萩
の
明
日
は
な
い
。

　

萩
焼
も
あ
り
新
し
い
素
材
も
あ
り
、

新
し
い
技
法
や
セ
ン
ス
（
感
覚
）
で
新

し
い
焼
物
を
つ
く
る
こ
と
が
、
現
代
の

与
え
ら
れ
た
場
だ
と
思
う
。

　

萩
焼
宗
家
（
萩
市
椿
東
）
の
13
代

坂
高
麗
左
衛
門
（
こ
う
ら
い
ざ
え
も

ん
）
を
、
11
代
の
４
女
、
坂
純
子
さ

ん
（
59
歳
）
が
、
４
月
11
日
、
襲
名

し
ま
し
た
。
先
代
の
12
代
（
本
名
・

達
夫
）
の
死
去
か
ら
約
7
年
間
、
高

麗
左
衛
門
の
後
継
者
は
不
在
で
し
た
。

約
４
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
坂

窯
で
、
始
め
て
の
女
性
当
主
と
な
り

ま
す
。

　

坂
家
は
、
16
世
紀
末
の
文
禄
・
慶

長
の
役
で
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
来
し
た

陶
工
の
李
敬
を
始
祖
と
し
、
萩
藩
の

御
用
窯
に
任
ぜ
ら
れ
、初
代
萩
藩
主
・

毛
利
輝
元
か
ら
「
高
麗
左
衛
門
」
を

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

純
子
さ
ん
は
、
武
蔵
野
美
術
大

学
造
形
学
部
で
日
本
画
を
専
攻
、

１
９
９
１
年
か
ら
13
年
間
、
萩
焼
に

絵
画
的
意
匠
を
採
り
入
れ
た
義
兄
の

12
代
の
も
と
で
萩
焼
の
絵
付
け
を
務

め
ま
し
た
。
２
０
０
４
年
に
12
代
が

亡
く
な
っ
た
た
め
、「
自
分
が
継
ぐ

し
か
な
い
」
と
決
意
さ
れ
、
作
陶
の

世
界
へ
本
格
的
に
入
り
、
修
業
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
長
男
の
悠
太
さ
ん

（
23
歳
）
も
今
春
か
ら
京
都
の
窯
業

試
験
場
で
研
修
し
、
来
春
か
ら
将
来

の
後
継
者
と
し
て
帰
郷
す
る
予
定
で

す
。

　

純
子
さ
ん
の
作
品
は
、
サ
ク
ラ
や

ス
ス
キ
、
ウ
メ
な
ど
植
物
の
絵
付
け

が
特
徴
。「
襲
名
に
不
安
は
あ
り
ま

す
が
、
高
麗
左
衛
門
の
名
に
恥
じ
な

い
伝
統
の
抹
茶
茶
碗
を
作
り
た
い
。

自
分
が
憧
れ
て
い
る
萩
焼
に
並
ぶ
よ

う
な
、
柔
ら
か
い
風
合
い
の
作
品
を

手
が
け
た
い
」
と
思
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

来
年
５
、６
月
に
京
都
と
東
京
の

百
貨
店
（
高
島
屋
）
で
襲
名
披
露
の

個
展
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

高麗左衛門を襲名された坂純子さん

龍人伝説「愛」 龍人伝説「誕生」（部分）
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今
年
３
月
に
卒
業
し
た
萩
市
と
阿
武

町
の
高
校
の
卒
業
生
は
４
７
９
人
で
し

た
。
う
ち
市
内
へ
残
っ
た
の
は
、
大
学

４
人
、
就
職
45
人
、
専
修
学
校
な
ど

10
人
の
合
計
59
人
で
、
卒
業
生
の
12
・

３
％
。
９
割
弱
の
若
者
が
、
市
外
・
県

外
へ
、
進
学
・
就
職
し
て
い
ま
す
。

市内59人/479人＝12.3％　
（昨年は54人/450人＝12％）

学校名 卒業
者数

大学 就職 専修学校ほか
全体 内萩市 全体 内萩市 全体 内萩市

萩高校 187人 142人 1人 3人 0人 42人 5人
萩商工高校 182人 18人 2人 119人 17人 45人 1人
萩光塩学院高校 55人 9人 0人 14人 7人 32人 3人
奈古高校 55人 6人 1人 31人 21人 18人 1人

合 計 479人 175人 4人 167人 45人 137人 10人

■萩市・阿武町内高校卒業者の進路状況

　

今
年
３
月
に
卒
業
し
た
萩
高
校
３
年

生
の
進
路
先
は
、
地
元
に
近
い
中
国
地

方
が
全
体
の
約
半
数
の
93
人
で
し
た
。

続
い
て
、
九
州
・
沖
縄
が
全
体
の
約
４

分
の
１
の
43
人
、
近
畿
の
25
人
、
関
東

の
19
人
で
す
。
根
強
い
地
元
志
向
と
、昨

今
の
経
済
事
情
が
進
路
先
に
影
響
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

地方 人数
北海道・東北 1人
北陸 0人
関東 19人
東海 3人
近畿 25人
中国 93人

（山口県内）（55人）
四国 3人
九州・沖縄 43人

合 計 187人

■地方別の進路先 地
元
に
近
い
中
国
地
方
が
大
半

「クラス会をいつ、どこで開催します」
という情報をお寄せください。萩の資
料送ります。投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

ください
！

情報

　

中
高
年
層
を
中
心
に
40

代
〜
80
代
ま
で
47
人
が
出

席
。
会
長
の
村
木
一
夫
さ

ん（
萩
高
７
期
）が
「
萩
中

出
身
で
大
阪
商
工
会
議
所

会
頭
を
務
め
た
杉
道
助
が

提
案
し
て
始
め
た
こ
の
会

も
、
自
粛
せ
ず
に
開
催
し
、

今
回
は
66
回
目
と
な
り
ま△校歌斉唱（左から村木会長、中垣校長）

４月17日大阪指月会
大阪弥生会館（大阪市北区）

９
割
弱
が
市
外
・
県
外
へ

　

今
年
３
月
に
卒
業
し
た
萩
商
工
高
校

３
年
生
は
、
１
８
２
人
全
員
が
進
学
や

就
職
な
ど
、
進
路
先
が
確
定
し
て
い
ま

す
。
進
路
先
は
、
最
も
多
か
っ
た
の
が

中
国
地
方
の
１
２
７
人
で
う
ち
山
口
県

内
に
１
０
０
人
、
う
ち
萩
市
内
へ
の
就

職
は
17
人
で
し
た
。
次
い
で
、
近
畿
24

人
、
九
州
・
沖
縄
の
23
人
。　

地方 人数
北海道・東北 0人
北陸 0人
関東 8人
東海 0人
近畿 24人
中国 127人

（山口県内） （100人）
四国 0人
九州・沖縄 23人

合 計 182人

■地方別の進路先 卒
業
生
全
員
が
進
学
、
就
職

　

明
治
６
年
の
開
校
以
来
１
３
８
年

の
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
「
奈
古
小
学

校
」が
改
築
に
と
も
な
い
校
名
を「
阿

武
小
学
校
」
変
更
す
る
こ
と
と
な
り
、

４
月
５
日
に
奈
古
小
学
校
閉
校
式
と

阿
武
小
学
校
開
校
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

板
垣
保
彦
校
長
は
「
学
校
と
家
庭

と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
期
す
る
と
と

も
に
、
新
生
・
阿
武
小
学
校
を
大
い

に
発
展
さ
せ
た
い
」
と
挨
拶
。
児
童

を
代
表
し
て
大
野
拓
巳
君
が
「
た
く

さ
ん
の
先
輩
が
残
し
て
く
れ
た
歴
史

や
伝
統
を
大
切
に
受
け
継
い
で
い
き

ま
す
」
と
元
気
に
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

■
奈
古
小
学
校
の
沿
革

　

明
治
６
年
、
奈
古
小
学
と
し
て
奈

古
西
に
開
設
。
合
併
や
校
名
の
変
更

等
を
経
て
、
昭
和
40
年
、
奈
古
小
学

校
が
改
築
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
、
大

阿武町

▲阿武小学校の新校舎

奈
古
小
学
校
閉
校
、
１
３
８
年
の
歴
史
に
幕

正
、
昭
和
、
平
成
と
１
３
８
年
の
歴

史
を
経
て
、
こ
の
間
、
１
万
人
を
超

え
る
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

■
新
「
阿
武
小
学
校
」

地
域
産
木
材
（
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
） 

を
ふ
ん

だ
ん
に
使
用

◦
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
部
木
造
２
階
建

て
（
２
６
５
５
㎡
）

◦
事
業
費
６
億
９
６
３
３
万
円

（
全
体
総
事
業
費
９
億
８
７
０
０
万
円
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
屋
外
整
備
、
解

体
工
事
等
含
む
）

大
津
、日
置
農
、水
産
を

統
合
し
て

「
大
津
緑
洋
高
」が
開
校
！

　

県
立
高
校
の
再
編
統
合
が
進
む
山

口
県
。
萩
市
で
は
５
年
前
に
、
萩
商

業
と
萩
工
業
を
統
合
し
て
、
萩
商
工

が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
長
門
市
で
は

今
年
４
月
に
大
津
、
日
置
農
、
水

産
の
３
高
校
を
統
合
し
て
「
大
津

緑り
ょ
く
よ
う洋
高
校
」
が
開
校
し
ま
し
た
。

　

普
通
科
、
農
業
系
、
水
産
系
の
５

学
科
が
あ
り
、
専
門
分
野
の
異
な
る

学
科
が
あ
る
高
校
は
全
国
的
に
も
珍

し
く
、
ま
た
、
統
合
前
の
各
高
校
施

設
で
学
科
授
業
は
行
う「
キ
ャ
ン
パ
ス

方
式
」は
山
口
県
内
初
の
試
み
で
す
。

す
」
と
挨
拶
。

　

４
月
に
着
任
し
た
中
垣
謙
司
校
長

は
、「
昨
年
、
創
立
１
４
０
年
を
迎
え
、

文
武
両
道
の
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継

ぐ
」
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

新
・
阿
武
小
学
校
が
開
校
！

長門市
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萩
の
何
よ
り
の
魅
力
は
魚
介
の
宝
庫

と
い
う
こ
と
だ
。
幾
つ
も
の
島
を
配
す

地
形
に
対
馬
暖
流
が
流
れ
込
み
、
萩
の

海
域
は
魚
が
棲
む
に
は
格
好
の
場
と
な

り
、約
２
５
０
種
に
及
ぶ
魚
種
が
揚
が
る
。

　

そ
の
中
に
小
ぶ
り
で
赤
い「
金
太
郎
」

と
い
う
魚
が
い
る
。体
長
約
20
㎝
の「
ヒ

メ
ジ
」
の
こ
と
で
あ
る
。
鱗
が
赤
く
顎

に
２
本
の
髭
を
持
つ
こ
の
魚
は
、
小
骨

が
多
い
が
優
し
い
甘
み
と
旨
み
が
特
徴
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
「
ル
ー
ジ
ュ
」
と
呼
ば

　

寒
く
な
る
と
思
い
出
す
も
の
が
あ
り

ま
す
。
山
陰
地
方
の
魚
介
類
は
、
ど
れ

も
美
味
し
い
が
こ
の
寒
い
時
期
の
も
の

は
、
脂
が
乗
り
、
特
別
で
す
。
な
か
で

も
「
萩
の
金
太
郎
」
の
干
物
は
絶
品
だ

と
思
い
ま
す
。

　

私
が
滞
在
し
て
い
た
モ
ロ
ッ
コ
で
、

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
シ
ー
フ
ー
ド
・
レ

ス
ト
ラ
ン
に
入
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
メ
ニ
ュ
ー
を
見
る
と
、
何
と
「
金

太
郎
」
の
塩
焼
き
が
あ
る
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
！
私
は
た
め
ら
わ
ず
こ
れ
を
注

文
し
ま
し
た
。
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
海

岸
に
あ
り
、
灯
台
の
灯
を
見
な
が
ら
食

事
が
出
来
る
と
て
も
雰
囲
気
の
良
い
店

で
あ
り
ま
し
た
。
料
理
が
来
る
の
を
、

今
か
今
か
と
待
ち
わ
び
て
い
る
と
、
大

き
い
皿
に
立
派
な
「
キ
ン
タ
ロ
ウ
」
が

２
匹
テ
ー
ブ
ル
に
運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

お
も
む
ろ
に
食
べ
始
め
ま
し
た
。
あ

れ
ー
？
少
し
変
だ
な
、
あ
ま
り
美
味
し

く
な
い
、
金
太
郎
独
特
の
風
味
も
少
な

い
。
私
は
だ
ん
だ
ん
と
怒
り
に
変
わ
り
、

こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
は
、
料
理

の
手
順
を
間
違
え
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。

　

私
は
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
か
ら
南
に
お

よ
そ
５
０
０
㎞
の
と
こ
ろ
に
あ
る
ア
ガ

デ
ィ
ー
ル
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
こ

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
リ
ゾ
ー
ト
地
で

も
あ
り
、
水
産
物
の
大
き
な
水
揚
げ
地

で
も
あ
り
ま
す
。
外
国
人
が
よ
く
行
く

魚
屋
に
は「
モ
ロ
ッ
コ
の
キ
ン
タ
ロ
ウ
」

が
鮮
魚
で
売
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
大
変

高
価
な
魚
で
タ
イ
と
同
値
で
並
べ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
外
見
は「
萩
の
金
太
郎
」

と
違
い
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
サ
イ
ズ
は

大
振
り
で
し
た
。
味
や
風
味
が
違
う
の

は
、
食
べ
て
い
る
エ
サ
の
違
い
に
起
因

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た

後
で
良
く
調
べ
て
み
る
と
金
太
郎
に
は

亜
種
が
い
く
つ
か
あ
る
よ
う
で
、「
モ

ロ
ッ
コ
の
キ
ン
タ
ロ
ウ
」
は
、「
萩
の

金
太
郎
」
と
多
少
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
違
う
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
シ
ェ
フ
の
腕
の
悪

さ
で
は
な
い
こ
と
を
謝
ら
な
け
れ
ば
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。
彼
に
「
萩
の
金
太

郎
」
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
心
境
で

す
。

　

ま
た
、
モ
ロ
ッ
コ
の
隣
国
で
あ
る
ス

ペ
イ
ン
で
も
キ
ン
タ
ロ
ウ
の
評
価
は
高

く
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
キ
ン

タ
ロ
ウ
の
冷
凍
品
が
美
し
く
印
刷
さ
れ

た
紙
の
ケ
ー
ス
に
入
れ
ら
れ
販
売
さ
れ

て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。「
萩
の
金
太

郎
」
も
外
国
の
キ
ン
タ
ロ
ウ
以
上
に
評

価
が
上
が
っ
て
欲
し
い
と
願
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。

ＪＡＬグループ国際線機内誌
「ＡＧＯＲＡ」４月号

愛しの
ローカル
フード

金
太
郎

「
ジ
ャ
パ
ン
・
ル
ー
ジ
ュ
」れ

、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
三
ツ
星
レ
ス
ト
ラ
ン

の
名
シ
ェ
フ
も
最
も
好
む
高
級
魚
と
さ

れ
て
い
る
ほ
ど
、
正
真
正
銘
、
旨
い
魚

な
の
で
あ
る
。

　

見
た
目
通
り
、
赤
く
元
気
な
魚
と
い

う
所
か
ら
名
付
け
た
そ
う
だ
が
、
一
度

で
覚
え
る
名
前
だ
。
こ
の
魚
、
寒
さ
を

増
す
晩
秋
か
ら
春
に
か
け
て
水
揚
げ
が

多
く
、
日
本
海
沖
に
出
る
小
型
手
繰
り

船
の
底
引
き
網
で
揚
が
る
。

　

小
さ
い
が
色
鮮
や
か
で
凛
々
し
い
金

太
郎
。
こ
の
小
さ
な
「
萩
の
宝
石
」
の

旨
み
を
ぜ
ひ
一
度
は
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。

　萩の金太郎は、高級白身魚・ルージュの近縁種。「小
さく手の平サイズの魚。淡白で、店では一夜干しに
して出しています」。その金太郎の頭部と内臓を除
去し、冷塩水で洗浄、潮風に当てて風乾の後、オイ
ルで高圧高熱処理。
　ほっこりとした身はサーディンとは違った食感で
さっぱりとした味。そのままハーブを添えてどうぞ。
■お取り寄せ　萩しーまーと／萩市椿東 4160-61
　☎ 0838・24・4937（受付）

①「萩の地魚、もったいないプロジェクト」の代表的
存在でもある金太郎　②オイル・ルージュ：ジャパン・
ルージュ（萩産ヒメジ）を使用、オイルサーディン風に
調味しています　③金太郎のパスタ

△モロッコの地図

△モロッコの魚屋さん

　神奈川県厚木市在住の野村茂
登さん（昭和 37 年萩高校卒）から、

「萩の金太郎」の評価がもっと高く
なってほしいと、３年間モロッコ
のアガディールに住んでいた時の
ことを材料に投稿がありました。

オイル・ルージュ １瓶（５尾）850円

会

①

③

②
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し
た
。

　

そ
ん
な
折
、「
海
と
船
の
企
画
展
」

支
援
事
業
が
海
に
関
す
る
展
示
を
志
す

博
物
館
に
助
成
す
る
と
い
う
話
が
あ
っ

た
の
で
、
こ
の
助
成
を
使
い
、
大
勢
の

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
生
き
物
を

テ
ー
マ
に
し
た
企
画
展
を
行
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

展
示
は
、
親
し
み
や
す
い
童
話
や
架

空
の
物
語
を
ベ
ー
ス
に
、
子
ど
も
た
ち

が
主
役
と
な
っ
て
「
探
検
」
し
て
い
く

テ
ー
マ
パ
ー
ク
風
に
ア
レ
ン
ジ
す
る
と

い
う
全
国
的
に
も
例
の
な
い
設
定
と
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
展
示
内
容
と
子
供

た
ち
と
を
つ
な
ぐ
「
架
け
橋
役
」
が
必

要
と
考
え
、
私
自
身
が
親
し
み
や
す
い

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
扮
す
る
こ
と
に
し
た

ん
で
す
。

　

テ
ー
マ
を
変
え
つ
つ
毎
年
、
夏
の
企

画
展
に
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
る

こ
と
で
、「
夏
と
い
え
ば
萩
博
物
館
！
」

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
定
着
し
て
き

た
よ
う
で
す
。

　

夏
の
企
画
展
は「
集
客
」や「
ア
ピ
ー

ル
性
」
に
光
が
当
て
ら
れ
が
ち
で
す
が
、

実
は
、
萩
の
子
供
た
ち
に
誇
り
を
も
っ

て
ほ
し
い
「
萩
の
自
然
の
魅
力
」
と
、

絶
対
に
知
っ
て
お
い
て 

ほ
し
い
「
萩

の
自
然
が
直
面
す
る
課
題
」
と
を
厳
選

し
、
徹
底
的
に
練
っ
て
凝
縮
し
て
編
み

上
げ
た
も
の
で
す
。

　

私
に
と
っ
て
は
、
萩
の
自
然
の
魅
力

と
課
題
を
ふ
ん
だ
ん
に
表
現
で
き
る
絶

好
の
機
会
が
毎
年
巡
っ
て
く
る
と
い
う
、

や
り
が
い
の
あ
る
（
あ
り
す
ぎ
る
）
仕

事
と
な
り
ま
し
た
。

　

23
年
度
の
テ
ー
マ
は
ク
ジ
ラ
で
す
。

萩
は
ク
ジ
ラ
と
縁
が
薄
い
よ
う
に
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
古
来
よ
り
20
種
類
も

の
ク
ジ
ラ
た
ち
が
行
き
来
し
て
き
た
、

誇
る
べ
き
日
本
海
有
数
の
「
ク
ジ
ラ
銀

座
」
で
す
。
一
方
、
ク
ジ
ラ
た
ち
を
含

む
萩
の
海
の
生
態
系
が
必
ず
し
も
安
泰

で
は
な
い
こ
と
も
、 

忘
れ
て
は
な
ら
な

い
事
実
で
す
。

　

こ
う
し
た
萩
の
海
の
魅
力
と
課
題
を
、

ピ
ノ
キ
オ
の
物
語
（
ク
ジ
ラ
キ
ン
グ
に

飲
ま
れ
て
し
ま
っ
た
ゼ
ペ
ッ
ト
じ
い
さ

ん
を
ピ
ノ
キ
オ
が
助
け
に
行
く
）
に
乗

せ
て
、
萩
に
出
没
す
る
ク
ジ
ラ
た
ち
を

ひ
と
り
ひ
と
り
訪
ね
つ
つ
実
感
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
萩
の
自
然
の
こ
と
、
ク

ジ
ラ
の
こ
と
を
も
っ
と
理
解
し
、
も
っ

と
好
き
に
な
れ
る
機
会
で
す
の
で
ぜ
ひ

ご
来
場
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

１
９
７
１
年
、
萩
生
ま
れ
。
東
京
水

産
大
学
（
現
：
東
京
海
洋
大
学
）、
同

大
学
院
を
卒
業
し
、
科
学
技
術
振
興
事

業
団
研
究
員
な
ど
を
経
て
２
０
０
４
年

よ
り
萩
博
物
館
研
究
員
。

　

萩
の
海
を
は
じ
め
自
然
の
「
真
の
魅

力
」
に
気
づ
い
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を

未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
で
き
る
こ
と
、

や
る
べ
き
こ
と
を
皆
さ
ま
が
考
え
る
の

を
お
手
伝
い
す
る
こ
と
―
そ
れ
が
私
の

仕
事
で
す
。

「風雲！昆虫城」
（2008 年）
28,848 人
華舞闘侍

（かぶとざむらい）

動
し
ま
し
た
。

　

魚
や
ク
ジ
ラ
と
違
っ
て
貝
は
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
自
分
の
モ
ノ
に
な
る
た

め
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
増
え
て
い
く
の

が
楽
し
く
て
仕
方
な
く
な
り
、
貝
の
研

究
が
で
き
る
大
学
、
大
学
院
に
進
学
し

ま
し
た
。 

こ
う
し
た
貝
の
採
集
や
研

究
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
魚
採
り
な
ど
の
海

遊
び
な
ど
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
心
身

と
も
に
海
の
世
界
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い

人
生
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
０
４
年
の
開
館
当
初
、
私
は
出

前
授
業
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
中

心
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
人
々
が

最
も
博
物
館
に
求
め
る
も
の
は
何
と

言
っ
て
も
「
展
示
」
で
す
。
萩
博
物
館

は
年
配
向
け
の
歴
史
展
示
が
中
心
の
館

で
し
た
が
、
も
っ
と
客
層
の
幅
を
広
げ
、

特
に
子
ど
も
た
ち
が
訪
れ
る
博
物
館
に

し
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

　

小
学
校
低
学
年
の
こ
ろ
か
ら
海
で
遊

ぶ
の
が
好
き
で
、
網
で
魚
を
つ
か
ま
え

た
り
、
ク
ジ
ラ
の
絵
を
描
い
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
小
学
４
年
の
と
き
、
友
人

が
夏
休
み
の
自
由
研
究
と
し
て
学
校
に

も
っ
て
き
た
貝
標
本
に
関
心
を
も
ち
、

自
分
も
貝
を
集
め
た
く
な
り
菊
ヶ
浜
で
、

サ
ク
ラ
ガ
イ
を
初
め
て
採
集
。
家
で
図

鑑
を
調
べ
る
と
、
他
に
も
た
く
さ
ん
の

種
類
が
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
次
な
る

貝
を
求
め
て
萩
の
あ
ら
ゆ
る
浜
辺
に
出

萩博物館主任研究員 さん（40歳）堀  成
し げ お

夫
朝日新聞全国版（３月 29 日、be  work　凄腕つとめにん）で紹介された
堀さんは、2007 年から夏休みの自然科学の展示企画を担当しています。

「君と竜宮城へ」
（2007 年）
26,408 人

ミスター竜宮城

「マンタの海流大
冒険」（2009 年）

32,565 人
キャプテン・

マンターレ

「2010 年 ＵＭＡと
の遭遇」 

67,769 人
ドクター・

ハギンシュタイン

年々入場者数がアップ！
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●
「
伝
説
の
ク
ジ
ラ
を
追
え
」

ー
ピ
ノ
キ
オ
の
ク
ジ
ラ
探
訪
記
ー

７
月
２
日（
土
）〜
９
月
４
日（
日
）

●
「
幕
末
明
治
の
人
物
と
風
景
」

ー
藩
都
萩
に
眠
る
古
写
真
か
ら
ー

９
月
17
日（
土
）〜
11
月
20
日（
日
）

●
藤
田
伝
三
郎
翁
生
誕
１
７
０
年
記
念

「
日
本
の
近
代
を
拓
い
た
萩
の
産
業
人

脈
」
ー
藤
田
伝
三
郎
と
そ
の
時
代
ー

12
月
１
日（
木
）〜
平
成
24
年
４
月
10
日

（
火
）

●
駒
井
哲
郎　

１
９
２
０
ー
１
９
７
６

７
月
５
日（
火
）〜
８
月
７
日（
日
）

●
古
陶
の
譜　

中
世
の
や
き
も
の

ー
六
古
窯
と
そ
の
周
辺
ー

８
月
13
日（
土
）〜
９
月
25
日（
日
）

●
開
館
15
周
年
記
念

浮
世
絵
名
品
３
０
０
選

10
月
１
日（
土
）〜
11
月
27
日（
日
）

●
イ
タ
リ
ア
が
育
ん
だ
色
彩
の
魔
術
師

グ
ェ
ッ
リ
ー
ノ
・
ト
ラ
モ
ン
テ
ィ
展

12
月
10
日（
金
）〜
平
成
24
年
２
月
12
日

（
日
）

　

萩
市
は
約
50
の
小
さ
な
火
山
の
集
ま

り
で
あ
る
阿
武
火
山
群
の
中
に
あ
る
。

そ
の
中
で
も
最
も
新
し
い
火
山
で
あ
る

笠
山
の
展
望
台
か
ら
日
本
海
の
萩
六
島

を
眺
め
た
景
色
は
美
し
い
。
こ
れ
ら
は

い
ろ
い
ろ
な
時
代
に
陸
上
で
噴
火
し
た

火
山
で
あ
る
。

　

萩
城
が
あ
っ
た
指
月
山
、
そ
れ
に
続

く
菊
ヶ
浜
は
阿
武
火
山
群
に
属
す
る
鶴

江
台
、
中
ノ
台
、
孤
島
の
小
さ
な
火

山
に
つ
な
が
っ
て
い
る
（
表
紙
写
真
）。

三
角
州
を
含
め
伊い

ら

お
良
尾
山
、
伏ふ

す
ま馬

山
な

ど
の
美
し
い
萩
の
景
色
は
、
約
一
億
年

前
か
ら
現
在
ま
で
の
地
球
の
営
み
に

よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
。

　
「
日
本
の
近
代
捕
鯨
は
岡
十
郎（
阿
武

町
奈
古
出
身
）を
は
じ
め
と
し
て
萩
・

北
浦
地
域
の
人
た
ち
が
牽
引
し
て
き

た
」、「
ク
ジ
ラ
を
食
べ
る
こ
と
で
大
き

く
歳
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
」
等
々
。

表
紙
写
真
は
、
浜
崎
町
で
製
造
さ
れ
て

い
た「
く
じ
ら
日や
ま
と
に

本
煮
」缶
詰
の
ラ
ベ
ル
。

　

ク
ジ
ラ
の
回
遊
路
に
面
し
て
い
た

萩
・
北
浦
地
域
な
ら
で
は
の
、
ク
ジ
ラ

と
人
に
ま
つ
わ
る
歴
史
文
化
を
紹
介
し

ま
す
。

■
郵
送
で
の
購
入　

萩
も
の
が
た
り
事

務
局
ま
で
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
み

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
広
報
課
内
萩
も

の
が
た
り
事
務
局
（
２
５
・
３
２
３
３
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
・
５
４
５
８
）

2011年
４月新刊

一
般
社
団
法
人「
萩
も
の
が
た
り
」で
は
、

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ「
萩
も
の
が
た
り
」を

定
期
的（
４
・
10
月
）に
出
版
し
て
い
ま
す
。

定
価
５
０
０
円

定
価
６
０
０
円

永
尾
隆た

か
し志（

山
口
大
学
教
授
）

清
水
満み

つ
ゆ
き幸（

萩
博
物
館
統
括
学
芸
員
）

ス
パ
イ
ラ
ル
文
花
器（
１
９
７
５
年
）

愛
知
県
陶
磁
資
料
館
蔵

　

ウ
ィ
ー
ン
に
生
ま
れ
、
ロ
ン
ド
ン
で

活
躍
し
た
20
世
紀
を
代
表
す
る
陶
芸
家

ル
ー
シ
ー
・
リ
ー
（
１
９
０
２
〜
95
）

の
優
れ
た
作
品
を
、
英
国
・
ド
イ
ツ
の

海
外
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
国
内
の
秀
逸
な

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る

貴
重
な
関
係
資
料
で
た
ど
る
本
格
的
な

大
回
顧
展
で
す
。

　

当
時
の
先
鋭
的
な
建
築
や
デ
ザ
イ
ン

の
思
潮
と
も
響
き
合
う
独
自
の
様
式
を

確
立
し
た
、
ル
ー
シ
ー
・
リ
ー
の
創
作

の
軌
跡
を
約
２
０
０
点
の
陶
芸
作
品
で

紹
介
し
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円
、
70
歳

以
上
・
学
生
８
０
０
円

■
休
館
日　

月
曜
日

開
催
中
〜
６
月
26
日（
日
）

開
催
中
〜
６
月
19
日（
日
） 　

萩
・
北
浦
地
域
は
、古
来
ク
ジ
ラ
の
回

遊
路
に
あ
た
り
、
た
く
さ
ん
の
ク
ジ
ラ

が
寄
り
来
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
人
々

は
、
そ
れ
ら
ク
ジ
ラ
が
も
た
ら
す
恵
み

を
享
受
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
ク
ジ
ラ
が
明
治
維
新
の
立
役
者
で

あ
っ
た
」、「
萩
・
北
浦
地
域
の
人
々
が

ク
ジ
ラ
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
き
た
」、

「
ク
ジ
ラ
に
関
わ
る
歴
史
文
化
が
今
も

息
づ
い
て
い
る
」
と
い
っ
た
視
点
で
、

ク
ジ
ラ
文
化
を
再
発
見
し
ま
す
。

※
年
中
無
休

■
観
覧
料　

大
人
５
０
０
円
、高
・
大
学

生
３
０
０
円
、小
・
中
学
生
１
０
０
円

 

　

今
年
は
、
吉
田
稔
麿
が
松
本
村
新
道

に
生
ま
れ
て
１
７
０
年
の
節
目
の
年
で

す
。
吉
田
家
旧
蔵
資
料
を
中
心
に
、
稔

麿
の
実
像
を
紹
介
す
る
展
示
を
３
期
に

分
け
て
行
い
ま
す
。

ー
西
日
本
最
大
捕
鯨
漁
場
の
軌
跡
ーミンククジラ全身骨格標本
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日
本
全
国
か
ら
普
段
の
生
活
に
使
え

る
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
な
工
芸
品
を
集
め
、

商
品
の
技
術
や
魅
力
、
作
り
手
を
紹
介

し
ま
す
。
４
回
目
の
テ
ー
マ
は
、
地
域

の
伝
統
工
芸
や
地
場
産
業
の
技
術
を
取

り
入
れ
た
若
手
作
家
に
よ
る
新
感
覚
の

ア
ク
セ
サ
リ
ー
。
金
子
司
の
陶
芸
、
濱

中
孝
子
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が
展
示
さ
れ

ま
す
。

■
大
阪
展　

４
月
21
日（
木
）〜
５
月
５

日（
木
・
祝
）
大
阪
市
西
区
南
堀
江
２
︲

９
︲
14　

D
&

D
E

P
E

R
T

M
E

N
T

 P
R

O
JE

C
T

 O
S

A
K

A

（
０
６
・
４
３
９
１
・
２
０
９
０
）

■
東
京
展　

５
月
19
日（
木
）〜
31
日（
火
）

東
京
都
世
田
谷
区
奥
沢
８
︲
３
︲
２

D
&

D
E

P
E

R
T

M
E

N
T

 P
R

O
JE

C
T

 
T

O
K

Y
O（

０
３
・
５
７
５
２
・
０
１
２
０
）

■
札
幌
展　

６
月
14
日（
火
）〜
26
日（
日
）

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
大
通
西
17
丁
目

１
︲
７　

D
&

D
E

P
E

R
T

M
E

N
T

 P
R

O
JE

C
T

 S
A

P
P

O
R

O
 by3K

G

（
０
１
１
・
３
０
３
・
３
３
３
３
）

■
静
岡
展　

７
月
13
日（
水
）〜
25
日（
月
）

静
岡
県
静
岡
市
駿
河
区
高
松
１
︲
24
︲

10　

D
&

D
E

P
E

R
T

M
E

N
T

 PRO
JECT

 SHIZU
O
K

A
 byT

A
ITA

（
０
５
４
・
２
３
８
・
６
６
７
８
）

■
ふ
る
さ
と
萩
・
小
川
会

　

旧
田
万
川
町
小
川
出
身
で
関
東
在
住

者
の
同
窓
会
。

７
月
３
日（
日
）
正
午
〜
午
後
３
時

東
京
都
台
東
区
上
野
３
︲
27
︲
12　

池
田
屋　

吉
池
総
本
店

　
　
　
（
０
３
・
３
８
３
６
・
０
４
４
５
）

■
菊
池
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

　

第
４
回
菊
池
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
大
賞
を

受
賞
し
た
岡
田
裕
氏
の
「
炎
彩
花
器
」

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

４
月
２
日（
土
）〜
６
月
26
日（
日
）

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
４
︲
１
︲
35

菊
池
寛
実
記
念　

智
美
術
館

（
０
３
・
５
７
３
３
・
５
１
３
１
）

■
お
い
で
ま
せ
山
口
館

○
夏
み
か
ん
フ
ェ
ア

５
月
16
日（
月
）〜
22
日（
日
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
︲
３
︲
４

日
本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル
１
階

　
　
　
（
０
３
・
３
２
３
１
・
１
８
６
３
）

■
イ
ン
テ
リ
ア
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
展

　

Ｔ
Ａ
Ｋ
E 
C
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ 

Ｈ
Ａ
Ｇ

Ｉ
の
萩
の
竹
を
用
い
た
家
具
が
出
展
さ

れ
ま
す
。

６
月
１
日（
水
）〜
３
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

東
京
都
江
東
区
有
明
３
︲
11
︲
１

東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
西
ホ
ー
ル

　
　
　
（
０
３
・
５
５
３
０
・
１
１
１
１
）

■
野
坂
康
起
展

６
月
15
日（
水
）〜
21
日（
火
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
１
︲
４
︲
１

日
本
橋
三
越
本
店

　
　
（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■
岡
田
裕
作
陶
展

６
月
21
日（
火
）〜
27
日（
月
）

埼
玉
県
川
口
市
栄
町
３
︲
５
︲
１

そ
ご
う
川
口
店

　
　
　
（
０
４
８
・
２
５
８
・
２
１
１
１
）

■
三
輪
華
子
展
「
み
ら
い
さ
び
」

７
月
13
日（
水
）〜
19
日（
火
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
宝
町
１
︲
４
︲

１

日
本
橋
三
越
本
店
６
階
美
術
特
選
画
廊

　
（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■「
２
０
１
０
年
度
日
本
陶
磁
協
会
賞
・

金
賞
受
賞
記
念
三
輪
休
雪
・
前
田
正
博

展
」

　

三
輪
休
雪
の
金
賞
受
賞
記
念
展
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

７
月
25
日（
月
）〜
30
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

授
賞
式　

25
日
（
月
）
午
後
４
時
〜

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
３
︲
８
︲
５

日
本
橋　

壺こ
ち
ゅ
う
き
ょ

中
居

　
　
　
（
０
３
・
３
２
７
１
・
１
８
３
５
）

　
■
東
海
指
月
会

　

東
海
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

６
月
19
日（
日
）
正
午
〜
午
後
２
時

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区

名
古
屋
マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル

17
Ｆ 

桂
（
０
５
２
・５
８
４
・１
１
１
１
）

■
納
富
晋
作
陶
展

５
月
11
日（
水
）〜
17
日（
火
）

愛
知
県
豊
橋
市
駅
前
大
通
２
︲
10

豊
橋
丸
栄
７
階
美
術
画
廊

　
　
　
（
０
５
３
２
・
５
４
・
１
２
１
１
）

■
工
芸
の
五
月　

み
ず
と
こ
め
に

　

濱
中
史
朗
の
器
が
展
示
販
売
さ
れ
ま

す
。

５
月
21
日（
土
）、
22
日（
日
）、
28
日

（
土
）、
29
日
（
日
）

長
野
県
松
本
市
中
央
３
︲
13
︲
11

池
上
邸　

蔵
と
庭

（
０
２
６
３
・
３
２
・
０
１
４
１
）

■
萩
商
工
同
窓
会
つ
ば
き
会
関
西
支
部

総
会

　

関
西
地
区
の
萩
商
工
同
窓
会
。

６
月
11
日（
土
）
正
午
〜
午
後
３
時

大
阪
市
北
区
芝
田
２
︲
４
︲
53

大
阪
弥
生
会
館

（
０
６
・
６
３
７
３
・
１
８
４
１
）

■
関
西
山
峡（
や
ま
な
み
）会

　

旧
旭
村
・
川
上
村
の
同
郷
会
。

６
月
26
日（
日
）
午
前
11
時
〜

大
阪
市
都
島
区
網
島
町
９
︲
10　

太
閤
園（
０
６
・
６
３
５
６
・
１
１
１
０
）

■
広
島
指
月
会

　

広
島
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

７
月
９
日（
土
）
午
後
５
時
〜

広
島
県
広
島
市
南
区　

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島

　
　
　
（
０
８
２
・
２
６
３
・
３
１
１
１
）

■
濱
中
孝
子　

個
展

６
月
18
日（
土
）〜
26
日（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
７
時　

木
曜
休

島
根
県
益
田
市
西
平
原
町
８
６
２
︲
４

草
花
舎（
０
８
５
６
・
２
７
・
０
５
９
２
）

■
萩
商
工
同
窓
会
つ
ば
き
会
山
口
支
部

総
会

　

山
口
地
区
の
萩
商
工
同
窓
会
。

７
月
16
日（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜

山
口
市
湯
田
温
泉
４
︲
５

ホ
テ
ル
か
め
福

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

山
口
県

関
東
地
区

中
部
地
区

中
国
地
区

関
西
地
区

東
海
地
区

■
紀
ノ
国
屋
「
萩
・
津
和
野
フ
ェ
ア
」

　

水
揚
げ
さ
れ
た
そ
の
日
に
届
く
新
鮮

な
魚
介
類
や
蒲
鉾
な
ど
の
水
産
加
工
品

の
他
、
夏
み
か
ん
の
商
品
な
ど
が
販
売

さ
れ
ま
す
。

５
月
18
日（
水
）〜
24
日（
火
）

紀
ノ
国
屋
６
店
舗
（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
店
、
渋
谷
店
、
等
々
力
店
、
吉
祥

寺
店
、
国
立
店
、
鎌
倉
店
）

■「
チ
ア
ア
ッ
プ  

ニ
ッ
ポ
ン
の“
食
”展
」

　

金
太
郎
や
瀬
つ
き
あ
じ
の
オ
イ
ル
漬

け
、
萩
魚
の
生
ハ
ム
な
ど
が
販
売
さ
れ

ま
す
。

６
月
８
日（
水
）〜
13
日（
月
）

東
京
都
新
宿
区
新
宿
３
︲
14
︲
１

伊
勢
丹
新
宿
店

　
　
　
（
０
３
・
３
３
５
２
・
１
１
１
１
）

N
IP

P
O

N
 V

IS
IO

N
4

accessories
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（
０
８
３
・
９
２
２
・
７
０
０
０
）

■
第
34
回
山
口
伝
統
工
芸
展

　

日
本
工
芸
会
山
口
支
部
主
催
に
よ
る

展
覧
会
で
す
。
波
多
野
善
蔵
、
岡
田

裕
、
野
坂
康
起
、
納
富
晋
、
波
多
野
英

生
、
止
原
伸
郎
、
樋
口
大
桂
、
兼
田
佳

炎
、
玉
村
登
陽
、
野
坂
和
左
、
厚
東
孝

明
、
岡
田
泰
、
松
尾
藻
風
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

５
月
20
日（
金
）〜
29
日（
日
）

山
口
市
亀
山
町
３
︲
１

山
口
県
立
美
術
館

（
０
８
３
・
９
２
５
・
７
７
８
８
）

■
「
線
彩
２
人
展
」

　

西
陣
織
デ
ザ
イ
ナ
ー
西
村
勉
と
線
描

画
家
田
村
覚
志
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

す
。

５
月
23
日（
月
）〜
30
日（
月
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

下
関
市
長
府
黒
門
東
町
８
︲
11　

長
府

庭
園　
（
０
８
３
・
８
２
６
・
６
０
２
０
）

■
「
三
人
展
」

　

金
子
司
の
陶
芸
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

す
。

５
月
28
日（
土
）〜
６
月
12
日（
日
）

山
口
市
中
央
１
︲
５
︲
14

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ナ
カ
ノ

　
　
　
（
０
８
３
・
９
２
４
・
６
６
４
８
）

■
船
崎
透
作
陶
展

５
月
19
日（
木
）〜
25
日（
水
）

周
南
市
銀
座
２
︲
14

近
鉄
松
下
百
貨
店　

　
　
　
（
０
８
３
４
・
２
１
・
５
０
０
０
）

■
山
口
伝
統
工
芸
展
巡
回
展

６
月
９
日（
木
）〜
14
日（
火
）

周
南
市
銀
座
２
︲
14　

近
鉄
松
下
百
貨
店

　
　
　
（
０
８
３
４
・
２
１
・
５
０
０
０
）

■
濱
中
史
朗
展

７
月
７
日（
木
）〜
17
日（
日
）

長
門
市
東
深
川
１
９
０
４
︲
１

Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
大
正
館

　
　
　
（
０
８
３
７
・
２
２
・
２
９
３
０
）

■
大
屋
窯
・
濱
中
孝
子
展

７
月
17
日
（
日
）
〜
24
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

山
口
市
後
河
原
１
２
１

ギ
ャ
ラ
リ
ー 

ラ
・
セ
ー
ヌ

　
　
　
（
０
８
３
・
９
２
２
・
４
０
０
９
）

■
大
屋
窯
展

７
月
28
日（
木
）〜
８
月
８
日
（
月
）

午
後
１
時
〜
午
後
７
時

福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
２
︲
３
︲
27

待
鳥
ビ
ル
５
０
７　

望
雲
（
０
９
２
・
７
３
３
・
１
１
３
５
）

■
萩
商
工
同
窓
会
つ
ば
き
会
本
部
総
会

７
月
９
日（
土
）
午
後
６
時
〜

会
費　

３
０
０
０
円（
福
引
き
代
含
む
）

萩
商
工
高
等
学
校
体
育
館

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
０
３
４
）

■
大
屋
窯
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｅ

　

期
間
中
は
出
張
喫
茶
カ
ピ
ン
珈
琲
が

や
っ
て
き
ま
す
。（
５
月
５
日
は
除
く
）

４
月
30
日（
土
）〜
５
月
５
日
（
木
・
祝
）

萩
市
椿
９
０
５　

大
屋
窯（
０
８
３
８
・
２
２
・
７
１
４
１
）

■
藍
場
川
の
家
ギ
ャ
ラ
リ
ー

○
「
母
に
送
っ
た
手
紙
」
室
田
佳
子
絵

て
が
み
展

　

室
田
佳
子
が
母
に
作
成
し
た
絵
て
が

み
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

６
月
２
日（
木
）〜
27
日（
月
）

萩
市
川
島
２
９
４　

藍
場
川
の
家

（
０
８
３
８
・
２
６
・
１
５
３
６
）

■
萩
自
由
画
室　

絵
画
小
品
展

　

藤
崎
恒
頼
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

５
月
１
日（
日
）〜
31
日（
火
）

萩
市
西
田
町　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
藤
川

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
６
５
０
）

■
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
コ
ン
サ
ー
ト

小
曽
根
真
（
ピ
ア
ノ
）
コ
ン
サ
ー
ト

５
月
14
日（
土
）
午
後
７
時
と
午
後
９

時
の
２
回
公
演

料
金　

７
０
０
０
円

萩
市
土
原
２
９
１
︲
１　

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
６
５
９
６
）

■
萩
美
術
協
会
展

５
月
14
日（
土
）〜
18
日（
水
）

萩
市
大
字
江
向
５
１
０

萩
市
民
館
小
ホ
ー
ル

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
３
１
）

■
「
宮
本
常
一
と
あ
る
い
た
昭
和
の
日

本
⑥　

中
国
四
国
③
」
農
文
協

　

萩
博
物
館
の
清
水
満
幸
学
芸
員
が
寄

安
田
克
子
さ
ん　
　
（
滋
賀
県
大
津
市
）

佐
村
泰
利
さ
ん　
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

神
野
勲
さ
ん　
（
東
京
都
東
久
留
米
市
）

高
木
敏
男
さ
ん　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

渡
辺
泰
秀
さ
ん　
（
東
京
都
千
代
田
区
）

北
野
紀
之
さ
ん　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
）

井
町
宇
重
郎
さ
ん　
（
大
阪
府
大
阪
市
）

鈴
木
司
さ
ん　
　
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

礒
部
巧
さ
ん　
　
　
（
兵
庫
県
明
石
市
）

藤
本
美
登
里
さ
ん　
（
大
阪
府
吹
田
市
）

岩
谷
賀
恵
さ
ん　
　
（
大
阪
府
泉
南
郡
）

上
村
久
さ
ん　
　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
）

下
瀬
正
美
さ
ん　
　
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

中
垣
謙
司
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

赤
木
教
さ
ん　
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

日
比
野
テ
ル
子
さ
ん（
大
阪
府
枚
方
市
）

井
口
勝
夫
さ
ん　
　
　
　
　
（
宇
部
市
）

　
　
（
２
月
25
日
～
４
月
24
日　

17
人
）

新
規（
再
）加
入
会
員

萩
市
関
係

九
州
地
区

○
復
刻
萩
ガ
ラ
ス
展・長
州
幕
末
座
談
会

　

５
月
14
日
に
は
萩
博
物
館
の
道
迫
真

吾
研
究
員
が
ゲ
ス
ト
と
し
て
招
か
れ
ま

す
。「
萩
ガ
ラ
ス
物
語
」劇
、ニ
ッ
ケ
ル
ハ
ル

パ・津
軽
三
味
線
の
ラ
イ
ブ
も
あ
り
ま
す
。

５
月
13
日（
金
）・
14
日（
土
）

午
後
６
時
〜

会
費
２
０
０
０
円（
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
・

お
つ
ま
み
付
）

東
京
都
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋
２
︲
14
︲

22　

池
田
屋
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
「
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ 

Ｏ
Ｎ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｆ
」

　
　
　
（
０
３
・
３
４
８
７
・
８
８
１
１
）

○
谷
内
田
順
子
「
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
展
」

稿
し
て
い
ま
す
。

価
格　

２
９
４
０
円

■
「
週
刊
朝
日
」
３
月
18
日
号

　

特
集
シ
リ
ー
ズ
「
定
年
元
気
隊
が
ゆ

く
」
に
、「
男み

こ
と命

い
か
」
を
狙
う
海
の

ハ
ン
タ
ー
と
し
て
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か

ら
漁
師
に
転
職
し
た
須
佐
の
三
隅
信
一

さ
ん
（
62
歳
）
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た

■
産
經
新
聞
の
九
州
・
山
口
版
「
人
国

記
」
シ
リ
ー
ズ

　
「
人
を
つ
く
る
」
と
題
し
て
須
郷
昌

徳
さ
ん
（
福
岡
県
在
住
・
70
歳
）
が
４

月
13
日
か
ら
連
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
須

郷
さ
ん
は
元
西
日
本
短
大
付
属
高
校
校

長
で
、
小
川
出
身
（
昭
和
34
年
萩
高
校

卒
）
で
す
。

　

谷や

ち

だ
内
田
順
子
（
萩
市
出
身
）
の
萩
ガ

ラ
ス
の
器
を
中
心
に
し
た
テ
ー
ブ
ル

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
す
。

５
月
28
日（
土
）・
29
日（
日
）

埼
玉
県
鴻
巣
市
関
新
田
３
４
３

こ
う
の
す
「
花
久
の
里
」

　
　
　
（
０
４
８
・
５
６
９
・
３
８
１
１
）

○
こ
の
夏
の
逸
品
展

６
月
１
日（
水
）〜
14
日（
火
）

東
京
都
世
田
谷
区
玉
川
３
︲
17
︲
１

高
島
屋
玉
川
店
本
館
５
階
特
選
和
食
器

売
場
（
０
３
・
３
７
０
８
・
８
９
０
５
）

○
日
本
の
お
奨
め
逸
品
展　

７
月
20
日（
水
）〜
８
月
２
日（
火
）

東
京
都
新
宿
区
新
宿
３
︲
14
︲
１

伊
勢
丹
新
宿
店
５
階
特
選
和
食
器
売
場

（
０
３
・
５
３
６
０
・
２
１
８
６
）

出
版
情
報
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ちしゃ
みそ
いりこ

砂糖
酢

材料
（４人分）

作り方
①ちしゃを洗って手でちぎり、さっと水に放してアクをと
　り水気を絞る。
②いりこの頭と腹をとり、厚手の鍋で炒って、小口切りに
　する。
③すり鉢にみそ・砂糖・酢を入れてすり混ぜ、いりこを混
　ぜ合わせる。
④食べる直前に和える。
※いりこは 10 尾 15g、カルシウム 330mg、一日必要量成人
　600mg。ちりめんじゃこを酢みそに入れてもおいしい。

「ちしゃなます」は「いとこ煮」とともに萩を代表する郷土料
理である。ちしゃはこの地方独自の赤みを帯びたちりめんち
しゃで春の和え物。毛利氏が関ヶ原後、貧窮した武士のもてな
し料理とも伝えられる。
萩を中心とした山口県と、島根県浜田市辺りにまで広がり、古
くから伝わる栄養価の高い素朴な家庭料理で多くの人から親し
まれている。別名「ちしゃもみ」とも言う。

豆

こだわり
家庭で作るときは、焼きサバ等で作る。萩

食べやすい大きさに手で裂いてアクをぬく。食べる直前に調味料と和える。

だしに酢で〆た魚を使い、ちしゃは食べる直前に和える。

川上
ちりめんじゃこを酢みそに入れてもおいしい。福栄

茹でイカを入れたり、から煎りしたいりこを砕いて入れる場合がある。
山間部では鯖缶詰を使う場合もある。阿武町須佐

150g
30g
30g

20g
20cc

５月14日（土）～15日（日）
◇萩・夏みかんまつり かんきつ公園

５月22日（日）
◇浜崎伝建おたから博物館 浜崎地区

６月４日（土）
◇ほたるまつり in やまだ 山田地区

６月５日（日）
◇萩の和船大競漕～おしくらごう～ 橋本川下流

イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

31
日（
火
）

放
映
局　

Ｃ
Ｓ
放
送
「
衛
星
劇
場
」

　

ス
カ
パ
ー
!!
ｅ
２
、
ひ
か
り
Ｔ
Ｖ
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴
で
き
ま
す
。

■
テ
レ
ビ
東
京
系
・
Ｂ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン

「
い
い
旅
・
夢
気
分
〜
美
し
き
日
本
の

旅
〜
」

　
「
山
陰
の
小
京
都　

歴
史
浪
漫
と
絶

景
を
め
ぐ
る
旅
（
仮
）」
と
い
う
テ
ー

マ
で
萩
・
津
和
野
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

放
映
日　

５
月
18
日（
水
）
午
後
８
時

〜
８
時
54
分

B
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
は
５
月
23
日
（
月
）

午
後
８
時
〜
８
時
54
分

　松前ひろ子の、萩を舞台にした切ない女心
を歌った旅情演歌。各地区のチャンピオンは、
萩で開催の決勝大会に出場できます。

　①札幌５月14日（土）、②仙台５月
15日（日）、③東京５月21日（土）、６月19日（日）
④大阪５月28日（土）、⑤名古屋５月29日（日）
⑥福岡６月11日（土）、⑦山口６月12日（日）

　７月９日（土）　萩市民館
（問）徳間ジャパンコミュニケーションズ
「萩みれんカラオケ大会」係（03・6381・7756）

■
『
獄
に
咲
く
花
』
Ｃ
Ｓ
放
送

　

吉
田
松
陰
の
人
生
を
描
い
た
時
代
劇

映
画
「
獄
ひ
と
やに

咲
く
花
」
が
テ
レ
ビ
放
映

さ
れ
ま
す
。

放
映
日　

５
月
４
日（
水
・
祝
）
午
後

８
時
30
分
、
15
日
（
日
）、
20
日（
金
）、

午前 10 時 30 分〜午後６時 30 分
（最終日は午後３時まで）
東京都銀座 7-10-1　銀座ニコンサロン

（ニコンプラザ銀座内）（03・5537・1469）

午前10時30分〜午後６時30分（最終日は午後３時まで）
大阪市北区梅田 2-2-2　ヒルトンプラザウエストオフィス
タワー 13 階　大阪ニコンサロン（06・6348・9698）

テ
レ
ビ
情
報

下瀬信雄写真展『結界Ⅶ」

「萩みれん」カラオケ大会

①
岩
川
旗
店
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
手
拭
（
鯛
、

夏
み
か
ん
）
を
３
名
様

②
出
羽
修
さ
ん
の
『
長
州
と
京
都
〜
幕

末
維
新
の
歴
史
巡
り
』
を
３
名
様

■
応
募
方
法

　

ハ
ガ
キ
に
品
名
、
住
所
、
氏
名
、
電

情 報 ア ラ カ ル ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

話
番
号
、
近
況

等
を
明
記
の
う

え
、
萩
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
会
プ

レ
ゼ
ン
ト
係
ま

で
。
５
月
末
日

（
消
印
有
効
）。


